
規格ニュース

新規に制定、または改正発行されたISO、JISをご紹介いたします。
＜新規ISO＞
● ISO 16474：2013　Paints and varnishes -- Methods of exposure to laboratory light sources 
塗料及びワニスに対する実験室光源による暴露試験方法のISOが、プラスチックの暴露試験方法（ISO  4892-1～4892-4）と同じ
く4部構成となり、新しく発行された。これによりISO 11341（キセノンアークランプ）とISO 11507(紫外線蛍光灯)が廃止となった。
Part 1: General guidance（一般指針）
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）プンラクーアンボーカンイャシンサ（spmal cra-nobrac emafl-nepO :4 traP
● ISO 28340:2013 Combined coatings on aluminium -- General specifications for combined coatings of electrophoretic 
organic coatings and anodic oxidation coatings on aluminium
促進耐候性試験にはサンシャインカーボンアークランプ、キセノンアークランプを規定、複合耐食性試験には紫外線蛍光ラン
プ＋キャス試験が規定された。
● ISO/TR 16335:2013　 Corrosion of metals and alloys -- Corrosion tests in artificial atmospheres -- Guidelines for selection 
of accelerated corrosion test for product qualification
各種腐食促進試験の選択に関するガイドラインが発行された。
＜改正JIS＞
● JIS H 8685-1：2013　アルミニウム及びアルミニウム合金の着色陽極酸化皮膜の促進耐光性試験方法－
第1部：光堅ろう度試験
光源は、キセノンアークランプ（2.5kW、7.5kW）、サンシャインカーボンアークランプ及び紫外線カーボンアークランプとし、従
来の視感判定に加え、色差計、光沢計による評価を可能にした。キセノンは180W/㎡の高照度試験を規定。
● JIS H 8685-2：2013　アルミニウム及びアルミニウム合金の着色陽極酸化皮膜の促進耐光性試験方法－
第2部：紫外光堅ろう度試験
ISO規格においても、試験装置の参考図がなく、光源と試験片面との距離等が分かりにくいため、装置の一例の図を追加した。
● JIS H 8686-1：2013　アルミニウム及びアルミニウム合金の陽極酸化皮膜の写像性試験方法－
第1部：視感測定方法
チャートスケール及び明度スケールを用いた写像性の視感測定方法を規定。
● JIS H 8686-2：2013　アルミニウム及びアルミニウム合金の陽極酸化皮膜の写像性試験方法－第2部：機器測定方法
機器測定方法による写像性試験方法について規定。
● JIS Z 8781-4：2013　測色－第4部：CIE 1976 L*a*b*色空間
CIE1976 L*a*b*色空間の色座標を計算する方法について規定。
● JIS Z 8781-5：2013　測色－第5部：CIE 1976 L*u*v*色空間及びu´、v´均等色度図
CIE1976 L*u*v*色空間の色座標及びu´、v´均等色度図の座標を計算する方法について規定。
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